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謡歯類の嬬虫は多くの研究者によって報告され（Hall,

1916 ; Bacigalupo, 1926 ; Harkema, 1936；宮崎， 1946;

Roman, 1951 etc），ことに家鼠のそれら，たとえば、小形

条虫 （Hymenolepisnan1），縮小条虫（H.diminut，α）な

どは人聞にも寄生することができ，あるものは著しい臨

床症状をおこすことがしられている．そこで，これらに

よっておこる病気に対する疫学および生物学的問題に関

連して，今回，環境の異なった 2地区に棲息する野生ノ＼

ツカネズミ （Musmolossinus）の嬬虫が調査された．

この報告は疫学的考察をするために選ばれた，環境の

ちがう 2地区において 1955～1962年にわたって捕獲し

たネズミの成体350頭の調査にもとづくものである

材料および方法

野生ノ、ッカネズミ， Musmolossinus Temminck and 

Schlegelの捕獲は環境を異にする 2地区で行なわれた．

その一つは福岡県の北西に位置する「海の中道Jで，博

多湾と玄界灘に挟まれた砂丘地をなし，ここにはいくら

かの雑草がはえている．他は福岡市の一部で，家屋およ

び耕地のまざった箱崎地区である

ここでは 10%フォルマリン液に保存したネズミを用

い，死体解剖によってその寄生嬬虫の種類と寄生率を調

べた この結果はネズミの成体 350頭（雌 174；雄 176)

の調査によるもので，第 1表に示した．

結果および考察

第 1表は環境を異にした 2地区に棲息する野生ノ、ッヵ

ネズミ 350頭の調査によってみつけられた嬬虫とその寄

生率を示したものである．ここでは 9種の嬬虫がみられ

たが，それらについて以下述べてみたい．

条虫類：箱崎地区において捕獲せられたハツカネズミ

280頭のうち 11頭（3.93%）は小形条虫によって感染

され，その寄生率は思ったより高かった．しかし「海の

中道」で、は小形条虫は調べられた 70頭のうち 1頭にも

みられなかった．箱崎地区において感染 11頭における

総虫体数は 40で， 1頭に対する虫体数は 3.64であっ

た．宮崎（1946）は鹿児島におU、て調査した家鼠 （R；αttus 

noアvegicusnm白

アαttusαlex，正mdrinus31) 300頭のうち 5.3%が小形条

虫をもつていたと報告してν、る．この寄生率は本ハツカ

ネズミの寄生率に比較して著しい相違はみられない．縮

小条虫もまた人間に感染する代表的な条虫である.Har-

kema(1936）は NorthCarolinaの Durhamにおいて家

屋内でドブネズミ （Rattusnorvegicus) 35頭を捕獲し，

そのうち 7.27%, ヨワシュハツカネズミ （Musmus-

culus musculus) 84頭のうち 1.19%に縮小条虫の寄生

をみたことを述べている．宮崎（1946）は捕獲された家鼠

の4.77%に縮小条虫が寄生していたことを示している

が，今回の調査ではたった 1頭に寄生していたにすぎな

かった．との寄生率は宮崎（1946）によって報告されたも

のより著しく低い．

また箱崎地区において調べられたノ、ツカネズミのうち

たった 1頭にのみ帯状嚢虫 （Cysticercusfasciolaris）が

寄生していた. Harkema (1936）は調べられたヨウシユ

ハツカネズミのうち 3.57%, ドブネズミのうち 12.72

%にこの条虫が寄生していたことを示した しかし宮崎

(1946）は捕獲した家鼠のうち 76.0%にこの種がみつか

ったと報告したが，この寄生率は Harkemaの報告にお

けるそれより著しく高い．

Davaineidaeには 2種類みられたが， えられた材料が

不完全のため同定できなかった．箱崎地区で捕獲された

ハツカネズミのうち 1頭（0.36%）が不明種1によって，

また「海の中道」でも 1頭（1.43%）が不明種1によって

感染されていたしかし感染ネズミ 1頭に対する虫体数

は2で、あった．一方，箱崎地区で調べられたネズミのう

ち3頭（1.07%）は不明種2によって感染され，そのネズ

ミ1頭に対する虫体の平均数は 1.33であったまた「海

の中道」では調べられたネズミのうち 1頭だけがこの種
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Table 1. Helminth infection in mice living in two different environments 

Locality ice and habitat 
(No. m examined) Species of parasites 

HHCDyaymymstva.cieennneerooicuslldeeappe ii拉ss ndsacimnioa il.anurits a 

Gen. et sp. 1 

Hakozaki region Gen. et sp. 2 

Syphacia obvelata 

(: 114373) '. 
Aspzculuris tetraptera 

Longistriata musculi 

Protospirz汀 amuris 

Total 

Davaineidae 
Gen. et sp. 1 

U mino-nakamichi Gen. et sp. 2 

region 
Syphacia ob℃ :elata 

Aspic叫 ristetraptera 

（： 31) 
39 

Long istriata musculi 

Total 

によつて感染されていた．

条虫の中で最も寄生率の高かつた小形条虫は虫体数も

多く，それらはすべてハツカネズミの小腸でみつけられ

た

線虫類：箱崎地区で捕獲されたハツカネズミのうち

49頭 (17.50%)は Syphaciaobvelata によつて寄生さ

れ，その数は雌781,雄 234, また感染されたネズミ 1

頭に対する雌虫体の平均数は 15.94で，雄のそれは 4.78

であつた：方，「海の中道」地区では 18頭 (25.71 %) 

が S.obvelataによつて感染され，虫体数は雌 199,雄

40, また感染ネズミ 1頭に対する雌虫体数は 11.06,雄

のそれは 2.22であつた これらの虫体はすべて盲腸か

らえられた．「海の中道」のネズミは箱崎地区のものより

も，この虫体によつてより多く寄生されていた．

Aspiculuris tetrapteraの感染率は箱崎地区では 4.29

%(280中12頭），その感染数は雌633,雄 197, また感

染ネズミ 1頭に対する平均数は雌52.75, 雄 16.42であ

った，一方，「海の中道」地区での感染率は 1.43% (70 

中1頭），その数は雌40, 雄 25であった Yamaguti

(1935)はクマネズミおよびハツカネズミに寄生していた

No. mice in fee- No. worms Habitat of 
ted (percent) Total (Average) worms 

11 (((300.93) ) ) 40 (（（3 64) ） ） Small mtestine 
1 .36 1 1 00 " 
1 .36 1 1.00 Liver 

1 ((0.0376) ) 1 (1. C>O) Small intestine 
3 1. 

4 ;([ 1 (1 II 

， 781 5. 49 (17.50) 
0 234 4. Caecum 

12 (4.29) 
， 633 2. Col 
0 197 6. on 

100 (35.71) 
~2,490 (（24.90) ） Stomach 
~1 133 11 33 Duodenum 

'Jejunum  

1 (0. 36) 15 (15. 000) ) St h 8 (8.0 omac 

179 (63 93) 5,538(30.94) 

1 (（1.43） ) 

2 (((2411 (((22 0 5 1 .000002006200) ) ) ) ) ) Small intestine 
1 1.43 1 . " 

18 (25. 71) 
， 199 . Ca 
0 40 ecum 

1 (1. 43) 
， 

240 5 ・Colon 0 

~1,687 (120 50) ） Stomach 14 (20. 00) o 362 (25.86 Duodenum 
Jejunum 

35 (50.00) 2,356 (67 31) 

A. tetrapteraを報告し，宮崎(1946)は S.obvelataお

よび A.tetrapteraによつて感染せられたクマネズミの・

寄生率はドブネズミのそれよりも著しく高かつたことを

報告しているこの事実は本虫体の宿主選択性に関連し

て興味がある一方， Mathies(1959)はヨウシュハツカ

ネズミが A.tetrapteraに対する好適宿主であることを

示した またこのネズミにおける自然感染について，

Roman (1951)は調べられた雄の 48%が本虫によつて感

染されていたが， 雌は 24%にすぎなかつたとのべた．

さらに Mathies(1954)もヨウシュハツカネズミの雄と雌

は本虫に対して異なった感受性を示したことを報告し

ているしかし本調査では雌 8頭 (61.54 %) , 雄 5頭

(38.46 %)で寄生率には有意の差はみられなかつた．寄

生部位の差として S.obvelataは盲腸に限つて寄生して

いたが， A.tetrapte位は結腸にみられた．箱崎地区に

おいて調べたハツカネズミのうち， Longistriatamus-

culiによつて寄生されたものは 100頭(35.71 %) , その

寄生数は雌2,490,雄 1,133,また感染ネズミ 1頭に対す

る雌虫体の平均数は 24.90で，雄のそれは 11.33であつ

たこれに反し，「海の中道」地区では本虫に感染され

(13) 



14 

ていたのは 14頭(20.00%) , 虫体数は雌1,617,雄 362,
そして感染ネズミ 1頭に対する雌虫体の平均数は120.50
で，雄のそれは 25.86であった．これら虫体の多くは十
二指腸からえられたが，一部は胃と空腸にもみとめられ
た. Protospirura murisについてはi, 箱崎地区のハツ
カネズミたった 1頭にみとめられただけであつた．した
がつて寄生率は 0.36%, 雌虫体の総数は 15,雄のそれ
は8であったこの調査において， S.obvelata, A. 
.tetraptera, L. musculiでは雌虫体の数が雄よりも多く，
それらの割合はそれぞれ 100: 27. 96, 100 : 32. 88, 100 : 
.35.79であつた．

以上の成績から、，嬬虫の種類や寄生率とネズミの棲息
している環境との間にはある関係の存在がうかがわれ
る前述した地区による寄生率の相違というものはハツ
カネズミの捕獲された場所の立地条件に関係してみられ

るようである

要約および結論

この調査の目的は，疫学および生物学的問題に関連し
て， 1955-1962年にわたり福岡付近の環境を異にする
2地区において，野生ハツカネズミの嬬虫の種類および
その寄生率を調べることにあつた．その観察結果はつぎ
のようである

ノヽツカネズミにみられた寄生嬬虫は 9種（条虫 5種，
線虫 4種）で，その寄生率は約 50%であつた．最も高い
寄生を示したものは Longistriatamusculi, つぎは Sy-
phacia obvelataであった．疫学的見地から，箱崎地区
で比較的多くの小形条虫が発見されたことは注目に値す
る．一般に線虫類における雌虫体数は雄のそれよりも多
かった. 2地区における嬬虫寄生の相違から，ハッカネ
ズミの棲息する立地条件と L.musculi, S. obvelataお

よび Aspiculuristetrapteraの寄生との間にある相互関
係があるようにおもわれる．

この研究にあたり，終始懇篤な指瑚と助言を賜わつた
九州大学宮崎一郎教授，石井洋一助教授に対して感謝の
意を表する ．また一部嬬虫類の同定をお願いした北海道
大学山下次郎教授に対して心から御礼申し上げる
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STUDIES ON THE PARASITES OF THE」APANESEHOUSE 

MOUSE, MUS MOLOSSINUS 

HELMINTH PARASITES OF THE MOUSE LIVING IN TWO 

DIFFERENT ENVIRONMENTS 

FUSANORI HAMAJIMA 
(Department of Parasitology, Faculty of Medicine, Kyushu University, Fukuoka, Japan) 

The main object of this study was to investigate the species and incidence of helminth 
parasites in the mouse living in two different environments in Fukuoka Prefecture for a period 
of 1955-1962. The results are given below. 

The infection rate of helminth parasites was over 50 per cent. The nine species of 
parasitic helminths from 350 mice examined were composed of five species of cestodes and four 
species of nematodes. The highest infection rate was 35. 71 per cent of Longistriata musculi, 
which was followed by 25. 71 per cent of Syphacia obvelata. From the epidemiological view-
point, it was noticeable that comparatively high infection rate of Hymenolepis nana among the 
commensal mice living in the Hakozaki region was revealed. Generally the number of female 
worms of nematodes was larger than that of male worms. According to the significant diffe-
rence in state of infection between the mice living in two different environments, it was suggested 
that there might exist a correlation between the environment and infection of L. musculi, 
S. obvelata, and Aspiculuris tetraptera. 
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